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AI を活用した地域情報提供システム『コミュニティ・コンパス』を開発！ 

豊島区新保健所において長期実証実験を開始します。 

～社会的孤立・孤独予防を目指し、「測る」から「つながる」へ～ 

報道機関 各位 
(名古屋教育記者会、文部科学記者会） 

 
 

2026 年 4 月 24 日 
 

 

 

 

 

 

名古屋大学は、JST RISTEX「サービス・モビリティと多形態コミュニティの繋がりによる社会的

孤立・孤独予防モデル」（AmPlatea
ア ン プ ラ テ ア

プロジェクト)※で開発した地域情報提供システム「コミュニティ・

コンパス」を東京都豊島区新保健所内に常設設置し、長期実証実験を開始します。 

 

運用期間：2026 年 5 月 7 日～2027 年 3 月 31 日 

運用場所：豊島区新保健所(東京都豊島区南池袋二丁目 1 番 1 号)内 

健康づくり支援拠点「わたしメンテラボ」 
https://www.city.toshima.lg.jp/605/kenko/kenko/kenkodukuri/mentelabo.html 

 

「コミュニティ・コンパス」は、体組成計で測定した身体データと地域活動情報を組み合わせ、AI を

用いて一人ひとりに合った地域コミュニティ、活動、散歩コース等を提案する仕組みです。今回、豊

島区新保健所という公共性の高い場に常設設置し、長期実証実験を行うことで、 

 

・健康測定の場が地域参加の入口として機能するか 

・住民の地域活動への関心や行動変容につながるか 

・孤立・孤独予防や健康増進に資する新たな社会実装モデルとなり得るか 

 

について検証していきます。 

 つきましては、本実証実験の実施について広く周知いただくと共に、是非取材いただきますようお

願い申し上げます。 

 

 

 

 

    

名古屋大学大学院工学研究科 准教授／AmPlatea プロジェクト研究代表 

米澤 拓郎 

「コミュニティ・コンパスは、地域活動を一方的に提示するシステムで

はなく、自分の身体や暮らしを見つめ直すことを通じて、地域との新し

い接点を見つけるための“コンパス”です。豊島区新保健所への常設設

置と長期実証を通じて、日常の中から無理なく地域とのつながりが生ま

れる仕組みを検証し、社会的孤立・孤独の予防に役立つ新しい社会実装

モデルへと発展させていきたいと考えています。」 
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※  国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）社会技術研究開発センター（RISTEX）

「SDGs の達成に向けた共創的研究開発プログラム （社会的孤立・孤独の予防と多

様な社会的ネットワークの構築）」 

研究課題名「サービス・モビリティと多形態コミュニティの繋がりによる社会的孤立・

孤独予防モデル」(AmPlatea プロジェクト)： 

 

米澤拓郎(名古屋大学大学院工学研究科 准教授)が研究代表者を務める社会的孤

立・孤独のメカニズム解明とその予防モデルの研究開発を行うJSTのプロジェクト。

研究協力組織として他に、慶應義塾大学環境情報学部(中澤仁）、東京大学医科学研

究所(細田満和子）が参加。 

 

関連リンク： 

https://www.jst.go.jp/ristex/koritsu/projects/16.html 

https://internet-of-realities.org/amplatea/ 

 
 

名古屋大学は、国立大学法人東海国立大学機構が運営する国立大学です。 

東海国立大学機構 HP https://www.thers.ac.jp/  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名古屋大学 大学院工学研究科 情報・通信工学専攻  米澤拓郎 

TEL： 052-789-4388  FAX：052-789-4696 

Email：takuro@nagoya-u.jp 
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（プロジェクト概要） 

【研究の背景】 

近年、社会的孤立・孤独の予防は、健康、福祉、まちづくりにまたがる重要な社会課題とな

っています。孤立・孤独は、単に人との接点が少ないことだけでなく、「自分に合った場所

が分からない」「地域活動に関心はあっても参加のきっかけがない」「既存の情報提供で

は自分ごととして受け止めにくい」といった、日常生活の中にある小さな障壁によって生

じることがあります。 

これまでの地域情報提供では、イベント情報や活動団体の一覧を提示する方法が一般的

でした。しかし、情報を並べるだけでは、住民一人ひとりの状態や関心、生活リズム、参加

への心理的ハードルに十分寄り添うことは困難です。そこで本実証では、「地域情報を探

す人に届ける」のではなく、日常の健康測定や身体への気づきを起点として、自然に地域

との接点を見つけるという新しいアプローチを研究開発してきました。 

本実証における「コミュニティ・コンパス」は、体組成計による身体データと、地域に存在す

るコミュニティ・活動・場所・散歩コースなどの情報を結びつけ、AI を用いて一人ひとりに

合った地域との関わり方を提案するシステムです。これは、単なる地域活動推薦システム

ではなく、身体・生活・地域をつなぐことで、住民が自分自身と地域を再発見するための

情報基盤を目指すものです。 

本研究の挑戦は、社会的孤立・孤独の予防を「困っている人を見つけて支援する」という

発想だけで捉えるのではなく、日常生活の中で誰もが無理なく地域とつながるきっかけ

を得られる仕組みとして再設計する点にあります。豊島区版「としまコミュニティ・コンパ

ス」では、こうした研究成果を公共空間で実際に運用し、“日常にもっと地域への気づき

を”生み出すことを目指します。 

 

※関連論文 

1) 片山晋、市川直人、河口信夫、髙橋愛海、中澤仁、米澤拓郎、杉本なおみ, "社会的孤

立・孤独の解消・予防に向けた大規模言語モデルを 用いた体組成データに基づく地域活

動団体推薦システムの構築", 日本ヘルスコミュニケーション学会誌, Vol.17, No.1, 

pp.39-49, 2026.4 

2) 米澤拓郎, "社会的孤立・孤独とモビリティ", 社会福祉研究 第 154 号, 2025.12 

 

 

【コミュニティ・コンパスについて】 

コミュニティ・コンパスは、日常データ（今回は体組成計データ）をきっかけに、AI が住民

一人ひとりに合った地域コミュニティ、活動、イベント、散歩コース等を提案する地域情報

提供システムです。 

特徴は、身体データを「健康状態の評価」にとどめず、地域との接点を見つけるための入

口として活用する点にあります。たとえば、筋肉量や体脂肪率、基礎代謝量などの測定結

果をもとに、運動、食、交流、学び、趣味、まち歩きなど、多様な地域活動との関係を AI

が解釈し、その人にとって無理なく参加しやすい地域情報を提示します。 
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技術的には、体組成データ、地域活動情報、活動の内容、場所や移動の観点、といった複

数の情報を統合し、AI によって提示の理由文や参加のきっかけを生成します。単に「近い

場所」や「人気の活動」を提示するのではなく、利用者が自分の身体や暮らしを見つめ直し

ながら、「こんな活動も自分に関係しうるのか」「少し歩いてみよう」「この分野も面白いの

かも」と感じられるような、視点の変化、視野の拡大と行動につながる情報提供を目指し

ています。 

国民の約 1/2 がその予備軍※といわれる孤立・孤独の予防においては、支援を必要とす

る人を特定すること以上に、誰もが自然に地域とのつながりを広げられる環境を整える

ことが重要です。本システムは、健康測定という身近な行為を通じて、住民が自分自身の

状態を知り、地域との新しい接点に出会うための“コンパス”として機能することを目指し

ています。 

豊島区新保健所内の健康づくり支援拠点「わたしメンテラボ」への常設設置は、コミュニテ

ィ・コンパスの社会実装を大きく前進させるものです。保健所という公共性の高い場で、

日常的な健康づくりと地域参加を結びつけることで、健康支援、孤立・孤独予防、地域コ

ミュニティ形成を一体的に支える新しいモデルの構築を目指します。 

 

※ 内閣府 孤独・孤立の実態把握に関する全国調査

https://www.cao.go.jp/kodoku_koritsu/torikumi/zenkokuchousa.html 

 

 

 

コミュニティ・コンパスの狙い 
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コミュニティ・コンパスから出力される地域情報例 

 

 

【実験の目的】 

今回、コミュニティ・コンパスを豊島区新保健所内の健康づくり支援拠点「わたしメンテラ

ボ」に常設設置し、2026 年 5 月 7 日から 2027 年 3 月 31 日まで長期実証実験を行

います。 

本実証実験では、主に次の点を検証します。 

 

・健康測定の場が、地域参加や外出のきっかけとして機能するか 

・体組成データに基づく AI の情報提供が、住民の地域活動への関心を高めるか 

・提示された地域情報が、実際の行動変容や参加意欲につながるか 

・保健所という公共空間において、健康づくりと孤立・孤独予防を一体的に支援できるか 

・地域活動団体、行政、研究機関が連携する新しい社会実装モデルとなり得るか 

 

本取り組みは、保健所を「健康を測る場」から、「健康をきっかけに地域とつながる場」へ

と拡張する挑戦でもあります。名古屋大学は、豊島区との連携を通じて、住民一人ひとり

が自分らしい形で地域と関わるきっかけをつくり、社会的孤立・孤独の予防と地域共生社

会の実現に貢献していきます。 
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2026 年 5 月に開設される豊島区保健所 

(https://www.city.toshima.lg.jp/208/kenko/kenko/251101.html より引用) 

 

 

 
保健所内の健康づくり支援拠点「わたしメンテラボ」 

(https://www.city.toshima.lg.jp/605/kenko/kenko/kenkodukuri/mentelabo.html より引用) 

 


